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< ['j ?\•i! 日比行というも Lつであ Jらうし
L‘ささカ，；令；わた視点を以って駐在J士子じ文化大了t
今fl' j町三＿！ n嵐をl魚び起こ Lたに Li 全世界に
I波序せ7主るをえなか..t.こ運動ではなか•）た；·／ -, ；、
〉
二）して毛沢東店、命山思想r101J~tu. を探ること i 士、





























































































進める必要lつある二とをま里解させることにある O i 
「；＇物長』戎＼、 i土「右：観的にι在する実際川事物j
l土人間の意↓疎から離れて独立に存たし，人間の，吉









二1しf二 ：こむ： J B ごレ一二ンの fl~f；物誌と ＋1
股批半I),i~8J ，〕＇－I',r. -, .バ、主主主；t4'.:
I ，、し＇）労 l面IJ；宣正1,'J；二:l；けるE：見ヅ〉十I；：主jJ）ιL Fの






: i: ／よい＂大工業が L-J とも発展しご、ふ条件のも
とでは『：；~ f品古前；ほとその fデオ口ーゲi士、 もっ
1. J •,'c I. I , -
乙で lイトヲソー一、
'・) ，－、.1,'- ，－，プイ、
わっ三三、，己、）'.L¥-, 7じゴ二 k～一、 し v ' iわり




.＇：；：・」 .I • _ _.. 」ご人与、 、， マルク〈 （＇ノL、くつかのnt,Jtiu>:, ;:1; 
しL、世界観／J {IJヶv)2r¥；分べJ、iほ守 Jノスローガ＞ペコ
斐／民主会Hし）；、、るたけJ労1/j.1主flj1＇）支持／干か？
こうしたづ i 汗J/J~pけんか,_;) v Jこえ「リl! Lごくる











































































































(it 2) 「民業協河｛七の問題についてj 〈『毛沢史著
作選』外文出版社北京 1967年） 551-593ベ｝ジ。
（注3〕 楊献珍「思維対存在的関係，送↑哲学上最
根本的問題也た我｛潤 A 切実際工作中最校本的 1:庖J
（『哲学研究』 1955年第二期〉。















〔，I. 6〕 土！とち「fl_¥',('>lミi,Jt(:/.'iJ1(Y1,l',,_''1J 

























るものを，同 a のものとしているが --n住心論苫
のi可一性とは、
同じではないjがあり，







事物グ）：宝引をほ1Jttζ）存説法（I]( ¥-;'.5i 'IJ.',C) ＇，土佐；j口、
ス＇i)：二立iLラ L；引7むをと LCc')=jづ「1,i・ とじノ〈ι7；二
主たとハ恒l主主でt：包5!1l'i,・'c fcl1iしう；3の，トしーご，
この主悦fit列：＇l:rii,/1-L どい守 I~\J砲であった












＂命敵 tこはす日氏二fi'W/dil1Z:こけしごfitζ lた；（，i(f( ］、









































〆iイ・レシヱ i'i、fヤ｜勾 ；＇;G（こ；＇1・ Lt：二，／」十戸 -¥1 フ，'Yi問、
IR1一物として1!¥Jr,m本lfJに対立している両面を，;J-；：フ乍ーノ。完全中心とずるおL立、，i'n1り／tf;,'i1を、
；ど思1,'j・はこれに反対しし？と 7ことであるiUl:7)0 ではマツF ハ主主と LてJlt'l!Jし，七ものでふるふ，
て iヘーゲルの観点を子tl：誠同志のように，パーハニj三民とは什iと円とうな忠iJ）「人］’1riJY，もので
与了リングフィヒテ宅アL一主義，マソハ主義，あ ，t二、＇） 1>? 
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によ｝て弁 i~jに従属セ九 ,i l三いるか，， －ごF、る。つ 日主主者に対して無力である。

















Cit 1) r＇可；ヌ珍は55年rFf l ；，，；，文発炎上け；： i,58年10
n「2笹川，y;>1こよる“ドj 'I＇＇寸の概論｜三党 IL,
思刊！： ・／｛ :': i'ifの二元論亡しTlていた。二、＇ I ， ~,J 文の
内科については，間；；，） 「車場献珍岡正反対忠i'.1）ι存在
的同一性的災質JLil・t-」cm学研究』 1964年第 6JtJ) 
から l/lJj1 てtI J ことがで Jこ。




条張本f¥;,_;・_(1, lや」 （『1,:JI ～：J 1960司3'.] 4 I:, 
5口〉。
（注 4) 杉：l猷J会「iI・ 弘J止l位物主主主」 76ヘージ， j3よ
じ122ページ。周；Fゴ1 ｝｝打開論文 12ベージより。
〔t主5) 十ti－献珍「略諭すiji+','J:r－.＇＇的“［ ti] .i宇”！ ！巧長
プJ jfj[''"' '. 17ページi/ O 
G上6) －ニン「唯1山市 ',(c験批判試I'1: -:,; ・ 
主主「径験批判；1詰の認識：治と弁証法的ni(;物品の ai.,m，~，1tr －」
（「レーニン：UtJi:JH4Z主 大月 ;i;-1万 1968｛ド。および
マッハ治、 長之助， I_ :f:>i-cf{『！・1/iI, J i /: C法
政大学i,l↓」：， 沼有146年）， ・,: 1'・. してはlよ、 i/,': I ’Jレ
タス主主 ，：Y』＇＂.，；i,うために I_, 円「三『,i.2)i,r;,c,;仁学.JI
の諸広場とわれわれの出発点」〔「マノレタスゴ誌の地
斗アJ 'i}:i'正也M 1970年 288-302べー〉／〕。
（注7j , I＇，長 rfolf1,i;i<, 
Ci主8) J し•，'J· 「討論“＇ I i:'r 1,if'f定了恕：，， •,,, i〆i：的
同一位”」（『；1ヂ研究』 1962年 第5JtiJ) 16へージ。
(it 9) シェソング？？，勝凶守・沢『学川前』（1＇：波
書店 fil和46:4：：），朴に「泊（l8 g，，キリス l絞り麿史的
構成に＇ , . I「第11講 Iλ 下般につい一




(itll) -.j;.Iれ論文選CFl」〔tl国研究J1氏1 1969 

































































































































































4仔，，治ぜよラつまり 7 t 1 工ルノ王ノハ lこんって；ム：＇i..~i'L ゴ）対
象である現実的f岡山的存在こそ，店、＇ i1主（ι』／）， :1弘
主．；て弘之'i/JJ'I市（Ji 二，.~、↑；；Jλ んは2ーは二しご主在する


























































































おい！？ミ：観1土[lij1¥ ¥ L》び）丹市：にず 主観が客観のーじように、ち：観が主観に内在し，
というように静態的に捉えられ
へーケ Eン
（「Iとして「あるjがすでに確（＇止した， 1_：｝弘つまり ｛｛J：古が tその他
「疎マルクスの論ずるもちろん，るからである。という否定性をてEにあり t;;), （， 自己円身である｜
外からのいl復jl土ブ十イエルバッハのそれが「神主主主／ハλ主［本＼と変わる JζJ誌l土？とわhlJ ＇、I, ' _ _. 1,1;,cノi」）＼町
















7 -~ ｛ヱしハソノ＼う；人間の手fi(r,Jj,；＇／：＇.［ を受， JIU性
たど＇.＇）宗教 1/J(lt:jilij ;(, ：：，と：＼え，その 1己疎外態ど ここでは「“必然の玉江！”における歴史の
;!Jtリ'i-Lが内主dじして自己を貫徹するのは，人1mn
i’i然生tY'.i協力の’？句集｛ヒなL、しは「諸｛！な人じりAhv 、だ
(lj人 ~（ri’（J な ltH系・ i@rl百の肉、主化』によってである
くる〉
「経？？了；Cf高j (I）－：：ノレケしてわ下を jうえた引に :CJし、
て（土町八－ 'r、・＇.に，＼：「 －） ／－） て人間（／）;Ji的本＇［！｛ f;_：労働








回定fヒ .~,JI .二 ~·t:f：’Jfヒさ i I犬二労；1}1
支J守dヒで仁下 ：，〕 、c；.っ 「よごれゆえ， .fl、f干日Jiliitタト
fヒ－＇＿；；； l)'：手j'.(:J ，寸.＇•： ;! ) ：－，外化された人！！号、疎外さ




とLての人間がi萱iJ出したものであって，＼ ,j ,(f 
は！？？：史的に
j[l}こてIJ「、 ／1'JこされるJ（パ 2G，。




泣ど「f「芯｜、ノ〕土 I）宏、f財産と .f京外：＇； ;jl 1二労働と
のl',係；ゴ｝手；＼：る因果関｛ifでなぐラれ＼I1：の転（ヒf1'1-Tl 人1¥Jには1¥il_f;!史的・記階級的・わであり，結日，

















































ν ）7 ノL:') ;it平ヘゴ[i] h/; ~· ) i、
4 と予てじJi）拓／，,;/1る二と J之J ' 中で；土に：
(fi}i,(•JIJ-H tn C'lc'.I）。けJt(;f/;_ IJ t.£1.、j日 れ.ずレ一歩
i二、.・） ' ，＇•’J し




三リ｜｜！と.: L ! L」iJ Jトf'i＇主本とた九？と：， 'i:え7三二、
L ，二：＇1・ J ご ; Lパ自己Tfi,tとi’i己fil)/t',,., 今 ） ，＇）ラ日
i'J.,'.c::(1'.J ，，苦l~j{系のj乏 f1五1の’を・，1ιれt,: I "A，、ノ）
人々は プチブルとしての彼または古」L、l、七、
1・・/11レケリ γとしての絞または君』とし、うよう丈fヒて人y:,;rj}l作Fni'rム ，ぃ勺 ,.,_ 、. . ' ' -. ' I，＼、二、［











← l 、.町、＇ : . 
-1 t LT 
J ー／ • 






’たんど｝えな込伝；ιしに近い乙；il1s:kとられている沿‘ /1しジョプJ：γ；必展段il'C ム乙」II .1, 」ぃ，
土ここで山［私j とは「ii来の 1・しよニIil;!Eの社会之 j で＇.• :,'.fl三.／：たと｛土L、之、 メぃJし，・ 11:Jt
:1十JL1, 1ir'.!.:ft, 11ゴL：、｛i', Il'? 
／＼.々ゾ＇）＇仁、 ~JJl;J!.,f L、！： んとみ、
［山市Wlf:ぶ＇ Cl）志；味℃めり，そ山内容みるブノレショア
とをi十jけら的ならび）とし C鮮さ jL／：ニカ刊に｛私jく／にf(・";:L、l、工ブょ，
もその~Ll':i広では；11'／；こなれたのである。他方「立与J;7 ;1 : :', ,.':f反；：；－：n11'(1 i；とげようとしご，， ,:,, 
その内容かr'J L',二新たなIJ会的訪問係j であり，ミゴ）lff＜りであ ＇ I ご Y 口レケ
I l J'J’の桁＿；~}i1.，新丈｛l::, j「1r，［止（千人ぷJ色1J't
7比二二伝（｛：のh'i1i¥1(J'.JiJ元1! i：あ「〉／こし：！）：なけれ
ブ，， l,・ クリア的／よ bのをJ日すのである。／二泊、らこ
そ「Hk、1'己をJ威し，＃Jr／こな n己を乍（：＞Jのでは’－ 0、





,i;:l C.1 I与のような「客観辻、[liJ7）包ん自由J/1: 
ここて j古＼心；fl てし、る大ii~ ，
自c}'jf
1972120078.TIF




> )J足立i@f佐 、＇＂、τ：VJ 
あとの l) J末からの人民解放軍に主る「：；'ji:命的左
派」に対十る支持 ιの方針， ：；3tてJヘ、わ：＇i）るご J」
i；売は，：ど革派内／〉主「きの始主りであ，，た。午一
のiをの丈lt'i:f［＇（の河ti抗式の後退過程；こは， ，でjt tr :J 
のT里山がんった。［反抗的に二つ：王 I:'.f!J1 FUを上げて
みるならラヨ11；ニヲ 丈革派；士郎自 iYJ に1とj；，七~的同一












こう日つにと L、ろ c 「上海をも L人民公社（コミ
寸一、
十」」 J ' 三十えtf（子千fを何と呼ぶかコ ；干？？に［，可tl'i
,."if'r＇怜；が Jニー、て， それぞれ｛，山（μJ行人民公社ど cこ
-<:JL{JJ／と士「＂TJ: riJぶ方、， 中 i＂~l/cH：を 111半人民共和
白でt,:Lに中｜弓人民公社 fT ：コ t；三；，：
くて，土 Jιこ：＂，＇Eく；'.c_;:) f'_' 7, ~｝ η 二三 tc＿ ら三、 TI:k;{:iH二
止1・，フIr百i＇.九六1］リバ込＇－＇. l、＇ _, ,) L A‘し、土iUF.n’11 ＇.ノケリー丈
iヒj;11'c;f打iし 70 -., '., :1 ) 7' l：~P：三 l 、う主／tj: ，；〕も J
で（ηJ存命であるー ( tiぷ ヤ1::01
i! l、!'Ii」〔 1:1.付会Ct；育問／；／〕（／） ;,f万三を i;ljじて









年 1 月，古無~＃ (it,)月i守J也無産苫階：i及不（.tifi~ゾ元i主 ｛t ts L i_ 








ならな L、。 E主席の権威は文化大革命にな ！ ζf冶





























（注 1) マノレタス..：，；.ンゲノレスにあっては， ツオイ









re:・秋川実夫；r：『ブォイエノレノ： ＇／ハ治』 ）；月者Jム 昭
和47年） 26ベージ参照。根本問題の第 1とは，「われ
:1の＇e,（想I：この l"i：界そ ｝） ものととんな問係仁ょうるの











（注5〕 1, ！上論文 Hi-18ページ。
（注 6) 且ンゲノレス前掲 15-16ベージ。




（乱： 9) へーゲノl・ 芽，松村一人訳 『小日向理学1、J
Y.t波書店昭和45年 88ページ。
（注10) 品ンケソレス前掲 12ベージ。





ぷ「哲学改革ωため：つ暫定的命題」 σ将来 ，／） 哲•＇（：の板
ぶ命題」） 100べ－／。
(i:114) ブォイ且ノレパッハ前掲 102ページ。
（注15) こ（）伺Lノ議論:J, 主主塚登幸一「アオイニL Jレメ
ヴハ」の「vm決定的転回」（『思想学説全議3』 動草議
W 70年2月〉，および放塚登「弁証法と現実的世界」























〔注24〕 へーゲル著， E長野tf'• 'i寺沢正敏共訳「法（！）
哲学」（『世界の名蒋ーへーゲノレ』前掲 427-429ベー
ジ 「労働の仕方J)o


























（注28） 新島i( l～：IJ訳『＇ Ii'. J，最高j＼，；、，［ （三一冷
房 1970 Iミ） 98 106ベーシ。
（注29) 新品？”：n前褐 134ベージ。
（注刈） 新島y・-:・t ・・.：：『プロンクリア W,1'!)（ヒ大氷点］［
（青年；u!k社 1%8 ', ) 175 ・176べ一九。
（注31) 省無聯：立1967年10月11U成立し，わずか 3
カ月、ν定＇ 1968ノ l万24日ノ＂：典文 .l{,>J＇司会議で，皮
革命＇i.伐と規定 i 解散え ？ られt:Ii以である。
「『省無聯J] Ii＇~政治主張和言論」（『担mu :rsw1 友聯
研究所有浴 1971iド2月） 44ベージ会開" 
（注32) 「様引戸J:r関於川 l'iJ 「省無為リ，f(要ょ草 i~J
（『組問J;ns則 1971年 4月） 43ページ。
（注33) 「中悶｜旬何処去？ 1968年走月 6lJ」（『組
国』戸内iJtJ 1971 i1 S月〕 ,n－；ージ。
マノレノサス 1il掲 102ノ、ージ。






していく c そのことによって辺に『学出u§ ~- 
一一人間的自由の問題一一























































































































































(': 1〕 1イ、災 if1，『t1it,_:・; 1長，＼U Oi待rd I（｛和
44今〉 1ぷベージ。
〈」 2) LIJ不J主任 i]；白山 215ページ。
〔；＿＇， 3) →Jず卜ノl ／＂，払：決 f台1ア.l!I 
〔了pi'J, ！、！』州29一 Eト l 、ノν ¥ i1f/l：；：；ら I,'；平1140:v‘） 
115一13()J 、一ジ。 戸 X!IヨR三許． 医大11'1)/1fi1i'fνJ Ir {L:J 
主；p？。こ二て什～ iノL：下「本来的ん芯」 ・7・1 ＋ス「i支
づ：i:'I；；－」を「欠,7[!7;' J －~名 ii；：，「z；米 ＇'rJなf'.Jを
「’：， ，？口 i会口乙お」噌 「.IJLTZT{1三円J士. 1: l'.i! )j'合うこい
ご，， ζ ／1」 「ん：加／；」と I予んごい乙。さ ：＇に了 JQ' i'.1-r 
た ／'iJ ' 「仁来的ぐ宇i」への了f<;; A 「［’j己お／L:.I = ,f
んご， 二ノ，／，＼,'j'力占「ノ、＇.＇,l{JLEJであるとする。
(, I 4〕 ＼’ J ? ・-・I'}¥', 杓；B，芹＇）！；＇.・イ t－~：；；：た j、・ 11,;
7こ！と切！t~＇＇. JドI1主と J卜命』（れすE.'e'c', 197l1'! s J!) 
73・< .。
CL 5) ・.・，レグ一一＇＇ iWJ:!d,i_; Y・・lO＜ージ。
(l (i) ♂ノ［ フλ ・エ〆ゲιy、）；， i行干l:il',u:.：：~『ト
ラ 1rs ' ・J u:1空.11,1; :1；和38'1) 218べ
(l 7) ィルクス，工 J ゲ心ス ]}'] Jじ,l; 220一221
一〆 、一／。
( 工8) / 1lた1i¥，；二i(,j；るとしてみ ν～i,' ・' j l；上林
1也I'!「l’l己否之Jと， l"]一i'fj命／，rlr'J 111 C：ア［－＇；こ j との
百二介 L1 j，川とえi ", f：。従来文化犬小必にお、；lj(j'Jえ， ，；（，
者，J' f,・'.Jl[)Jl:ritr （じと三沢東Ji fi:;': .t;: ~ζn 1,1ノ！不
f七を，i ＇. ι ；lリ＂，CA とてんったが， i:~ （ノにそ勺しとt
彪（J'J¥fぷう 7イナスドijJ人を白川 l., 1 . J ・1Li,:1三ソ〉白芯
日告を一 l.J)t六＊ LてきたJノである。伏 （， !.; , Cまる土ころ
i7て・，L：乏J;,t；とし二文化大午命をみ Fこからて iも7,0 た
と／.： t.,I店、丘・犬メLt:一白 U•11 iヰの：文化大革命l （六
十三 ;I1¥ l %8 "I・〕 133-・135ページぢpr:。
(il.'l) マロム 1';, 日必六［！I；沢「i'!r1かfυ j！包走』
(•• L ，；了肩1]7乙n・ nr: fi'47＇＜；〕 ιたとえばブ＇＂ムはごうし、う c
80 
［われしれは外；こある力からますます自由になること





ν） !.-'.<;tr'iをもたらし， 二のため；j三校i土新たな不自 rl1=1ち
（（） τ•JU/;H を n 己のう九にn 込むとすることにある。ブア
シスムはこのような弓二I’i自のJ！［型！として，近代的 Ii由
の；）ミ是正しであり，近代乃 1形態であると考えられる。
i;,j .'i 120一 122べ←ージ参W10
U:J五研究出：）
